
資料1 1 ばい煙発生施設に対するぽい じんの排出基準の概要 (県内該当施設)

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( g / 證N )

幡一戸
＼｣、“
＼＼

規模 既 設 新 設
(万虱N/H)

標準酸素

濃 on 度
(%)

備 考

1

ボイフ

ガ ス 専 焼

4 以 上

4 未 満

0 . 05

0 . 10

0 . 05

0 . 10

5

◎当分の間on==os

△H7 . 7 . 2 ま で5 , oookcal/ 陷以下の も
ので か つH7 . 7 . 3以降5 , 500kca1/ 陷
以下の も の

◎当分の間on=os

(注)
小型ボ イ ラ ーで60 . 9 . 9以前に設置 さ れ
た も の及びガス 、 灯油、 軽油 、 A重油
を使用す る も のは適用 し な い 。 そ の ほ
かの も の は 、 それぞれ最小規模の基準
( た だ し65 . 9 . 9 ま で に設置 さ れた も の

は○ . 5 mg/m3N )

重油その他液体
専跿並びにガス

及び液体の混焼

2 0 以 上

4 () 2 0

1 ~ 4

1 未 満

0 . 07

0 . 18

0 . 25

0 . 30

0 . 05

0 . 15

0 . 25

0 . 30

4

4

4

◎ 4

紙 ･ パルプの製
造に伴 う 黒液燃
焼

2 0 以 上

4 ~ 2 0

4 未 満

0 . 20

0 . 35

0 . 15

0 . 25

0 . 30

0s

石 炭 燃 焼

2 0 以 上

4 ~ 2 0

4 未 満

0 . 15

0 . 25

0 . 35

0 . 10

0 . 20

0 . 30

6

低 カ ロ リ ー

石 炭 燃 焼
△0 . 45

-

6

触媒再生塔付属 0 . 30 0 . 20 4

前 。己 を 除 く

4 以 上

4 未 満

0 . 30

0 . 40

0 . 30 ◎ 6

2 ガ ス 発 生 炉

ガ ス 加 熱 炉

0 . 05

0 . 10

0 . 05

0 . 10

7

7

5

金 属 溶 解 炉

4 以 上

4 未 満

0 . 10

※0 . 20

0 . 10

※0 . 20

0s
※ ア ル ミ ニ ウ ム 用反射炉は 当分の間

0 . 30

6

金 属 加 熱 炉

4 以 上

4 未 満

0 . 15

0 . 25

0 . 1 0

0 . 20

◎ 1 1 ◎当分の間on=os

※潤滑油製造用で 1 万がN未満の も の
は当分の間0 . 18

一

7

石 油 加 熱 炉

4 以 上

4 未 満

0 . 10

※0 . 15

0 . 1 0

0 . 15

6
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(注) 1

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( g / がN ) 標準酸素

膿 on 度
(%)

備 考

｢

＼ 灰分
＼一 "
-＼＼
へ~

規模

(万鯖N/H)

既 設 新 設

9

焼成炉
石 灰 焼 成 炉

｢ 土 中 釜

0 . 30 0 . 30 15

◎当分の間on=os

0 . 40 0 . 40 15

セ メ ン ト 焼成炉 0 . 10 0 . 10 10

耐 火 物 原 料
又は耐火 レ ン ガ

製 造 用

4 以 上

4 未 満

0 . 10

0 . 20

0 . 10

0 . 20

18

前 。己 を 除 く

4 以 上

4 未 満

0 . 15

0 . 25

0 . 15

0 . 25

◎ 15

1 1

乾 燥 炉

l 骨材乾燥炉

4 以 上

4 未 満

0 . 15

★0 . 30

0 . 15

0 . 20

★ 1 万がN/H未満は0 . 35

※ 2 万がN/H未満は0 . 60※0 . 50 0 . 50 16

13 廃 棄 物 焼 却 炉

連 続 炉

0 . 50 0 . 50 ★ -

★平成10年 7 月 1 日 か ら on補正の適
用猶予が撤廃

連 続 炉

4 以 上

4 未 満

0 . 15

0 . 50

0 . 15

0 . 50

★ -

29

ガス ター ビン

常 用 - - △ 0 . 05 16

△当分の間適用猶予

非常用 △ △

一

30
プ イ ー ゼツレ

機関

常 用 △ 0 . 10 13

△当分の間適用猶予

非常用 △ △

31

ガ ス 機 関
常 用 0 . 05 0 . 05 O

△当分の間適用猶予

非常用 △ △

32
ガ ソ リ ン

機 関

常 用 0 . 05 0 . 05 O

△当分の間適用猶予

非常用 △ △

1 上表区分の既設は昭和57年 5 月 31 日 ま でに ( ガ ス タ ー ビ ン及びデ ィ ー ゼル機関につ い ては

昭和63年 1 月 31 日 ) 設置又は着工 さ れた も ので、 新没は昭和57年 6 月 1 日 以降に ( ガ ス タ ー

ビ ン及びデ ィ ー ゼル機関につ い ては昭和63年 2 月 1 日 ) 設置 さ れた も のであ る 。

2 熱源 と して電気を使用す る も の及び上表で標準酸素濃度onがos と な っ て い る も の は 、 標

準酸素濃度補正方式を適用 し な い 。

3 項番号1 1の乾燥炉で、 直接熱風乾燥型の も のは標準酸素濃度をos と す る 。

4 ぽい じ ん量の補正は次の算式に よ り 換算す る も の と す る 。

C増益著 暑 × C S

C ばい じ ん量 ( mg/がN)

o n 施設 ご と に定め ら れた標準酸素濃度 (%)

o s 測定時の酸素濃度 (%)

C S . 測定時のばい じん量 ( mg/證N)
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資料1 2 ばい煙発生施設に対する窒素酸化物の排出基準の概要 (県内該当施設)

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( p p m )

礎藤綴黛% 備 考

罫 以前48･89
48 50

8 12

10 9

2

50 52

12 6

10 17

2

52 54

6 8

18 9

2

54 58

8 9

10 9

2

58 62

9 3

10 31

2 以降62･41
1

ボイフー(伝熱面積め甘以上
ガ ス 専 焼

50以上

10()50

4 () 10

1 ~ 4

1 未満

ノ 130

戸

ノ ー30

} 即

} 脚

〕 , 閲
150

60

} 則
130

150

60

} ⑨
130

150

60

} 肋
130

150

60

} 則
130

150

5

液体燃焼ボ イ

ラ ーで52 . 9 . 9

以前に設置 さ

れた排出ガス

量0 . 5万m3N/

H未満の過負

荷燃焼型の も

の については

適用 し な い 。

◎52 . 9 . 1 0~

54 . 8 . 9 ま でに

設置の も のは

長置 さ れた 日

か ら 180PPm

液 体 燃 焼

50以上

10()50

4 () 10

1 () 4

1 未満

180

} 勤
230

250

180

250

、

) 150

ノ

◎250

130

150

180

130

150

180

130

150

180

130

150 4

固 体 燃 焼 鰍""刻糾鱗7524QQ
400

} "

} ㈱
480

} 桝

} 知
380

480

300

350

480

300

350

380

300

350

380

〉 300

ノ

} 恥

200

} 知

} 恥

6
◎当分の間

350ppnn

ボイラー小型
液 体 燃 焼 ◎260 4

◎65 . 9 . 9 ま で

設置 さ れた も

のは300PPm

固 体 燃 焼 350 6

2 ガ ス 発 生炉 ･ 加 熱 炉

水 素 ガ ス 発 生 炉

う ち天井バー ナー型

170 170 170 170 150 150 150

7

360 360 360 360 150 150 150

5 金 属 溶 解 炉 200 200 200 200 180 180 180 12
キ ュ ポ ラ は適

用除外
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項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( p p m )

準素度n標酸濃0% 備 考

罫 以前盤･89
48 50

8 12

10 9

2

50 52

12 6

10 17

ご

52 54

6 8

18 9

2

54 58

8 9

10 9

2

58 62

9 3

10 31

2 以降銘.41
6 金 属 加 熱 炉

g 学 蓮} 掘鴻鰄瑞10100 200 200

100

150

初

100

} 即
180

100

} 賊
180

100

} 閲
180

100

} 即
180

1 1

金 属 加 熱 炉

フ ジア ソ ト チューブ

型 及 び 鍜 接 鋼

管 用 を 除 く 器漏
160

戸
200

160

戸
200

100

150

170

200

100

130

150

180

100

130

150

180

100

130

150

180

100

130

150

180

7

石 油 加 熱 炉 41基掘~ト聯41QQ
170

匙
200

} 節
180

200

100

150

180

200

100

130

150

180

100

130

150

180

100

1 30

150

180

100

130

150

180

6

9
石灰焼成炉の う ち ガ ス

燃焼 ロ ー タ リ ー キ ル ソ
300 300 300 300 250 250 250

15
そ の 他 の 焼 成 炉

及 び 溶 融 炉
200 200 200 200 180 180 180

1 1 乾 燥 炉 250 250 250 250 230 230 230 16

13
廃 棄 物 焼 却 炉

( 連 続 炉 に 限 る )

4 以上

4 未満 } 抑 わわ
250

300 戸戸わ
12

廃 棄 物 焼 却 炉

( 連 続 炉 を 除 く )

4 以上

4 未満

250 250 250 250

艫) 1 熱源 と して電気を使用す る も の については 、 適用 し な い。

2 排出基準値は 、 次式に よ り 算出す る 。

21 一 0 n

窒素酸化物濃度 ( p p m ) = 21 一酸素測定濃度、 o S (%) × 窒素酸化物測定濃度 ( p p m )
た だ し 、 酸素測定濃度が 、 20%を超え る場合にあ っ て は 、 20% と す る 。

3 小型ボ イ ラ ー にあ っ ては 、 60 . 9 . 10以降設置 さ れた も の に適用す る 。

な お 、 軽質液体燃料を使用す る 小型ボ イ ラ ー には適用 し な い 。
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資料1 3 ガス ター ビ ン及びデ ィ ーゼル機関に係る窒素酸化物の排出基準

項番号令別表第一 施 設 の 種 類

排 出 基 準 値 ( p p m )

鰹藤繊鋭第 備 考

既設 新 装

29

ガスタービン
常 用 △

･ 70ppm但 し燃料種別及び規模に応 じた段階的規制

16
△

当分の間

適用猶予

燃料
働け ~&＼置て時期

排 ガ ス 量

63 . 2 . 1 ~

64 . 7 . 31

64 . 8 . 1 ~

66 . 1 . 3 1
66 . 2 . 1 ~

液体
45 , 000證N h 未満 120 100 70

45 , 00om3N h 未満 100 100 70

気体 45 , 00om3N h 未満 90 70 70
I

非常用 △ △

30

フr イ ー一 手ゴ ノレ

機 関

常 用 △

･ 950ppm

但 し 、 シ リ ン ダー 内径400mm以上の大型機関は 、

63 . 2 1 ~64 . 7 . 3 1 1 , 600ppm

64 . 8 , 1 ~66 . 1 . 3 1 1 , 400 “

66 . 2 . 1 ~当分の間 1 , 200 "

対策技術評価後 950 "

13
△

当分の間

適用猶予

非常用 △ △

艫) 上表区分の既設は昭和63年 1 月 30 日 ま でに表置又は着工 さ れた も ので 、 新没は 、 昭和63年 2 月 1

日 以降に設置 さ れた も の。

資料1 4 ガス機関及びガ ソ リ ン機関に係る窒素酸化物の排出基準

令 項

別

表 番

第

一 号

排 出 基 準 値 ( p p m )

標準酸

素濃度

0 n

(%)

備 考

設 置 年 月 日

施 設 の 種 類 以前“･1･紅
63

･ H3

2 ･

･ 1

1 ･

2 31

H3

･ H6

2 ･

･ 1

1 ･

2 3 1

H6

･ 以

2

1 後

31 ガ ス 機 関
常 用 ◎ 2 , 00O 0 2 , 000 1 , 000 600

O

非 常 用 △ △ △ △

32
ガ ソ リ ン

機 関

常 用 ◎ 2 , 000 0 2 , 000 1 , 000 600

O

非 常 用 △ △ △ △

圏 ◎平成 5 年 1 月 31 日 ま で適用猶予

○平成 3 年 7 月 31 日 ま で適用猶予

△当分の間適用猶予
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資料1 5 大気汚染防止法第1 8条の 3 の総理府令で定める一般粉 じん発生施設の管理基準

(施行規則第16条 昭和46 . 6 . 22 )

令別表第 2
の 項 番 号

一 般 粉 じ ん

発 生 施 設
規 模 管 理 基 準

1 コ ー ク ス 炉 原料処理能力

が 1 日 当た り

50 t 以上であ

る こ と 。

1 装炭作業は 、 無煙装炭装置を装置す る か 、 装炭車

に フ ー ド及び集 じ ん機を装置す る か 、 又は こ れ ら と

同等以上の効果を有す る 装置を設置 して行 う こ と 。

2 窯出 し作業は 、 ガ イ ド車に フ ー ド を設置 し 、 及び

当該 フ ー ド か ら の一般粉 じ ん を処理す る 集 じ ん機を

設置す る か 、 又は こ れ と 同等以上の効果を有す る装

置を装置 して行 う こ と 。 た だ し 、 ガ イ ド車又はガイ

ド車の走行す る 炉床の強度が小 さ い こ と 、 ガ イ ド車

の軌条の幅が狭い こ と 等に よ り ガ イ ド車に フ ー ド を

没置す る こ と が著 し く 困難であ る場合は防 じん カ バー

等を設置 して行 う こ と 。

3 消火作業は 、 消火塔にハー ド ル 、 フ ィ ル タ ー又は

こ れ ら と 同等以上の効果を有す る 装置を設置 して行

う こ と 。

2 鉱物 ( コ ー ク ス

を含み 、 石綿を

除 く 。 以下同 じ。)

又は土石の堆積

場

面積が 1 , 000

m2以上であ る

こ と 。

一般粉 じ ん が飛散す る おそれがあ る 鉱物又は土石を

堆積す る場合は 、 次の各号の 1 に該当す る こ と 。

1 一般粉 じ ん が飛散 し に く い構造の建築物内に設置

さ れて い る こ と 。

2 散水没備に よ っ て散水が行われてい る こ と 。

3 防 じ ん カ バーでおおわれて い る こ と 。

4 薬液の散布又は表層の締固めが行われてい る こ と 。

5 全各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ ら れ

てい る こ と 。

3 ベル ト コ ン ベ ア

及びバ ケ ッ ト コ

ソ ベ ア (鉱物、

土石又はセ メ ソ

ト の用 に供す る

も の に限 り 、 密

閉式の も の を除

く 0 )

一般粉 じ ん が飛散す る おそれの あ る 鉱物、 土石又は

セ メ ン ト を運搬す る場合は 、 次の各号の 1 に該当す る

こ と 。

1 一般粉 じ ん が飛散 し に く い構造の建築物内 に設置

さ れて い る こ と 。

2 コ ン ベ ア の積込部及び積降部に フ ー ド及び集 じ ん

機が装置 さ れ 、 並びに コ ン ベ ア の積込部及び積降部

以外の粉 じ んが飛散す る おそれの あ る 部分に第 3 号

又は第 4 号の措置が講 じ ら れてい る こ と 。

3 散水施設に よ っ て散水が行われて い る こ と 。

4 防 じ ん カ バーでおおわれて い る こ と 。

5 全各号 と 同等以上の効果を有す る 措置が講 じ ら れ

てい る こ と 。
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資料1 6 特定粉 じん発生施。受の規制基準

令 の
別 二

表 項
- 否
ー 芍

特 定 粉 じ ん

発 生 施 設
規 模 規 制 基 準

1 解 綿 用 機 械
原動機の定格出力が3 . 7

キ ロ ワ ッ ト 以上であ る こ

と 。

大気中の石綿の濃度が 1 リ ッ ト ル

につ き 10本。

2 混 合 機

3 紡 織 用 機 械

4 切 断 機

原動機の定格出力が2 . 2

キ ロ ワ ッ ト 以上であ る こ

と 。

5 研 磨 機

6 切 削 用 機 械

7 破 砕 機 及 び 磨 砕 機

8

プ レ ス ( 剪 断 加 工 用

の も の に 限 る 。 )

9 穿 孔 機

鯉) こ の表に掲げ る 施長は、 石綿を含有す る 製品製造の用に供す る 施設に限 り 湿式の も の及び密閉

式の も の を除 く
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令別表第 2
の 項 番 号

一 般 粉 じ ん

発 生 施 設
規 模 管 理 基 準

4 破砕機及び摩砕

機 (鉱物、 岩石

又はセ メ ン ト の

用 に供す る も の

に限 り 、 湿式の

も の及び密閉式

の も のを除 く 。 )

原動機の定格

出 力 は 7 5 kw

以上であ る こ

と 。

次の各号の 1 に該当す る こ と 。

1 一般粉 じ ん が飛散 し に く い構造の建築物内に設置

さ れてい る こ と 。

2 フ ー ド及び集 じん機が設置 さ れてい る こ と 。

3 散水施長に よ っ て散水が行われてい る こ と 。

4 防 じ ん カ バーでお おわれて い る こ と 。

5 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ ら れ

てい る こ と 。

5 ふ る い (鉱物、

岩石又はセ メ ソ

ト の用 に供す る

も の に限 り 、 湿

式の も の及び密

閉式の も の を除

く )

原動機の定格

出 力 が 1 5 kw

以上であ る こ

と 。

5 の基準は 、 ｢ 4 の基準｣ と 同 じ 。



資料1 7 有害物質等排出基準及び抑制基準

1 有害物質排出基準

有 害 物 質 名 規 制 対 象 と な る ば い 煙 発 生 施 設 の 種 類 排 出 基 準 値

カ ド ミ ウ ム 及 び

そ の 化 合 物

窯業製品製造用焼成炉 ･ 溶融炉 (硫化カ ド ミ ウ ム 、 炭酸

カ ド ミ ウ ム使用) 婿焼炉 ･ 焼結炉 ･ 溶鉱炉 ･ 転炉 ･ 溶解炉 ･

乾燥炉 ･ カ ド ミ ウ ム 等乾燥施設

1 , o mg/甘N

塩 素

塩素化エ チ レ ン製造用塩素急速冷却施設 ･ 塩化第二鉄製造

用溶解糟 活性炭製造用反応炉 ･ 化学製品製造用塩素反応

施設 ･ 塩化水素反応施設 ･ 塩化水素吸収施長

30 mg/ざN

塩 化 水 素

廃棄物焼却炉 70omgノゴN (注 1 )

塩素 と 同施設 80 mg/がN

弗素 ･ 弗 化水素

及 び 弗 化 珪 素

窯業製品製造用焼成炉 溶融炉 ( ガ フ ス製造用 ) 隣等製

造用反応施設

ト リ ポ リ 燐酸ナ ト リ ウ ム製造用反応施設 乾燥炉 焼成炉･

弗酸製造用凝縮施設 ･ 蒸留施設

1o mg/がN

ア ル ミ ー ウ ム製造用電解炉
1 . o mg/可N (注 2 )

(3 . o mgノゼN )

燐酸肥料等製造用反応施設 ･ 電気炉 15 mg/がN

上記関係の焼成炉 平炉 20mgノゴN

鉛 及 び そ の

化 合 物

窯業製品製造施設 ( ガ ラ ス製造用 ) 20mg/甘N

金属精錬用賠焼炉 ･ 転炉 ･ 溶解炉 ･ 乾燥炉等 1o mg/m3N

金属精錬用焼結炉 溶鉱炉 30mg/がN

(注 1 ) Hc lの基準値もま 軍酸素濃度換算C =卓上三國) C ,
21 一 0 s

(注 2 ) ( ) 内 の数値は 、 有害物質が電解炉か ら直接吸引 さ れ ダ ク ト を通 じて排出 口 か ら排出 さ

れ る場合の有害物質の量。
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2 指定物質抑制基準

案

　 　

指 定 物 質 名 指 定 物 質 排 出 施 設 指 定 物 質 抑 制 基 準
新設 既設新設 既設

ベ ソ ゼ" ソ

乾燥施設

(送風能力1 , 000證/ h 以上)

溶媒蒸発 に

限 る

1 , 000~3 , oooma/ h 未満 100 200

3 , 000が/ h 以上 50 100

コ ー ク ス 炉 (20 t / 日 以上) 装炭車集 じ ん機の排出ガス適用 100 100

蒸留回収施設 (常圧蒸留除外)
溶媒回収 に

限 る
1 , 000が/ h 以上 100 200

脱ア ルキ ル反応施設 (密閉式除外) フ レ ア ス タ ッ ク に よ る 処理を除外 50 100

貯蔵 タ ン ク (容量50okl以上)
既設施設は容量1 , oookl以上、 浮屋根式

除外、 ベ ン ゼ ン 注入時排出ガス適用
600 1 , 500

反応施没( 1 t / h 以上) (密閉式除外)
フ レアスタ ッ ク
に よ る

処理を 除外

1 , 000~3 , 00om3/ h 未満 100 200

3 , 000が/ h 以上 50 100

ト リ ク ロロエチレン

及び

テトフクロここロチレソ

乾燥施設

(送風能力1 , 000が/ h 以上)
溶媒蒸発に限る 300 500

混合施設 (密閉式除外)

(混合糟容量 5 国以上)
溶媒使用に限る 300 500

蒸留施農 (密閉式除外) 精製及び原料回収に限 る 150 300

洗浄施設

(空気接触面積 3 ば以上)
300 500

ド ラ イ ク リ - - ソ グ施設

(処理能力30 kg/回以上)

( テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ソ のみ対象)

密閉式除外 300 500

ダイ オ キ シ ン類

製鋼用電気炉

(変圧器の定格容量が1 ,節KVA以上)

鋳鋼又は鍛銅の製造の用 に供す る も

の を除 く
0 . 5 5

廃棄物焼却炉

(火格子面積が 2 證以上又は焼却能

力が200 kg/時以上)

焼却能力が2 , 000陷/時未満の も の 5 10

焼却能力が2 , 00o kg/時以上4 , 00o kg

/時未満の も の
1 5

焼却能力が4 , 000鱈/時以上の も の 0 . 1 1

(注) 1 単位- ベ ン ゼ ン 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 、 ブ ト フ ク ロ ロ エ チ レ ソ mg/が、

ダ イ オ キ シ ン類 ng-TEQ/鯖N

2 適用時期

ベ ン ゼ ン 、 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 、 テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ソ 、

新装-平成 9 年 4 月 1 日 、 既長一平成10年 4 月 1 日

ダ イ オ キ シ ン類

新設-平成 9 年12月 1 日 、 既設-平成10年12月 1 日 (ただ し 、 既設施長は 、 平成14年

1 1月 30 日 ま では80ng-TEQ/がN )
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資料1 8 航空機騒音に係る環境基準

(瀞48容2iaZ)
公害対策基本法 (昭和42年法律第132号) 第 9 条の規定に基づ く 騒音に係 る環境上の条件の う ち 、 航

空機騒音に係 る基準について次の と お り 告示す る 。

公害対策基本法第 9 条に よ る 騒音に係 る環境上の条件につ き 、 生活環境を保全 し 、 人の健康の保護に

資す る う えで維持す る こ と が望 ま し い航空機騒音に係 る 基準 (以下 ｢環境基準｣ と い う ) 及びそ の達

成期間は、 次の と お り と す る 。

第 1 環境基準

1 環境基準は 、 地域の類型ご と に次表の基準値の欄に掲げ る と お り と し 、 各類型を あてはめ る地域

は、 都道府県知事が指定す る 。

地域の類型 基準値 (単位WE C P N L )

TL 70 以 下

肛 75 以 下

住) I を あてはめ る地域は専 ら住居の用に供 さ れ る地域と し 、 江 を あてはめ る地域は I 以外の地域で

あ っ て通常の生活を保全す る 必要が あ る 地域と す る 。

2 1 の環境基準の基準値は 、 次の方法に よ り 測定 ･ 評価 した場合におけ る 値 と す る 。

( 1 ) 測定は 、 原則 と して連続 7 日 間行い 、 晴騒音 よ り 10デ シ ベル以上大 き い航空機騒音の ピー ク レ

ベル ( 。十量単位 デ シ ベル) 及び航空機の機数を 。己録す る も の と す る 。

(2) 測定は 、 屋外で行 う も の と し 、 そ の測定点 と しては 、 当該地域の航空機騒音を代表 と す る と 認

め ら れ る地点を選定す る も の と す る 。

(3) 測定時期 と して は 、 航空機の飛行状況及び風向等の気象条件を考慮 して 、 測定点におけ る航空

機騒音を代表 と す る と認め ら れ る 時期を選定す る も の と す る 。

(4) 航空機騒音の評価は 、 ( 1 )の ピー ク レ ベル及び機数か ら次の算式に よ り 1 日 ご と の値 (単位 W

E C P N L ) を算出 し 、 そ のすべて の値を パ ワ ー平均 して行 う も の と す る 。

算 式

d B (A ) 十 10 1 0 g 1oN -27

(注) d B (A ) と は 、 1 日 のすべての ピー ク レ ベルを パ ワ ー平均 し た も の を い い 、 N と は 、

午前 0 時か ら午前 7 時 ま での間の航空機の機数を N 1 、 午前 7 時か ら 午後 7 時 ま での間の

航空機の機数をN 2 、 午後 7 時か ら 午後10時 ま での間の航空機の機数をN 3 、 午後10時か ら

午後12時 ま での間の航空機の機数をN , と し た場合におけ る 次に よ り 算出 し た値を い う

N = N 2 + 3 N 3 十 10 ( N , 十 N , )

(5 ) 測定機器は 、 日 本工業規格C 1502 に定め る 指示騒音。十若 し く は国際電気標準会議 p u b /179

に定め る精密騒音。十又は こ れ ら に相当す る 測定機器を用 い る も の と す る 。
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こ の場合において 、 聴感補正回路はA特性と し 、 ま た 、 動特性は緩 ( s l o w ) と す る 。

3 1 の環境基準は 、 1 日 当た り の離着陸回数が10回以下の飛行場及び離島にあ る 飛行場の周辺地域

には適用 し な い も の と す る 。

第 2 達成期間等

1 環境基準は 、 公共用飛行場等の周辺地域においては 、 飛行場の区分 ご と に次表の達成期間の欄に

掲げ る期間で達成 さ れ 、 又は維持さ れ る も の と す る 。 こ の場合において 、 達成期間が 5 年を こ え る

地域において は 、 中間的に同表の改善の 目 標の欄に掲げる 目 標を達成 し つつ 、 段階的に環境基準が

達成 さ れ る よ う にす る も の と す る 。

=

飛 行 場 の 区 分 達 成 期 間 改 善 目 標

新 設 飛 行 場

直ち に

既設飛行機

第三種空港及び こ れに

準ず る も の

第 二 種 空 港

(福岡空港を除 く 。 )

A 5 年以内

B

10年以内

5 年以内 に 、 85WE C P N L未満 と す る

こ と又は85WE C P N L 以上の地域におい

て屋内で65WE C P N L 以下 と す る こ と 。新 東 京 国 際 空 港

第一種空港 (新東京国

際空港を除 く ) 及び

福岡空港

10年を こ え る期間内

に可及的速やかに

1 5 年以内 に 、 85WE C P N L未満 と す る

こ と又は85WE C P N L 以上の地域におい

て屋内で65WE C P N L 以下 とす る こ と 。

2 10年以内 に 、 75WE C P N L未満 とす る

こ と又は75WE C P N L 以上の地域におい

て屋内で60WE C P N L 以下と す る こ と 。

備 考 1 既設飛行場の区分は、 環境基準が定め ら れた 日 におけ る 区分 と す る 。

2 . 第二種空港の う ち 、 B と は タ ー ボ ジ ェ ッ ト 発動機を有す る航空機が定期航空運送事業 と

して離着陸す る も の を い い 、 A と は B を除 く も の を い う 。

3 達成期間の欄に掲げる期間及び各改善 目 標を達成す る ための期間は 、 環境基準が定め さ

れた 日 か ら起算す る 。

2 自 衛隊等が使用す る 飛行場の周辺地域においては 、 平均的な離着陸回数及び機種並びに人家の密

集度を勘案 し 、 当該飛行場 と類似の条件にあ る 前項の表の飛行場の区分に準 じて環境基準が達成 さ

れ 、 又は維持 さ れ る よ う に努め る も の と す る 。

3 航空機騒音の防止のための施策を総合的に講 じて も 、 1 の達成期間で環境基準を達成す る こ と が

困難 と考え ら れ る地域においては 、 当該地域に引 き続 き居住を希望す る者に対 し家屋の防音工事等

を行 う こ と に よ り 環境基準が達成 さ れた場合と 同等の屋内環境が保持 さ れ る よ う にす る と と も に ･

極力環境基準の速やかな達成を期す る も の と す る 。
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資料1 9 騒音規制法第 2 条第 1 項の政令で定める特定施設一覧

施 設
備 考

施 設 の 種 類 機 械 名

1 金 属 加 工 機械

2 空気圧縮機及び

送風機

3 土石用又は鉱物

用の破砕機、 摩

砕機、 ふ る い及

び分級機

4 織 機

5 建設用資材製造

機械

6 穀物 用 製 粉 機

7 木 材 加 工 機械

8 抄 紙 機

9 印 刷 機 械

10 合成樹脂用射出

成形機

11 鋳 型 造 型 機

イ 圧 延 機 械

ロ 製 管 機 械

ハ ベ ソ デ ィ ソ グマ

シ ソ

ニ 液 圧 プ レ ス

ホ 機 械 プ レ ス

へ せ ん 断 機

ト 鍛 造 機

チ ワ イ ヤ ー フ オ ー

ミ ソ グマ シ ソ

リ ブ ラ ス ト

ヌ タ ン ブ ラ ー

イ コ ン ク リ ー ト プ

ラ ソ ト

口 ア ス フ ァ ル ト フ0

フ ソ ト

イ ド フ ム バー カ ー

ロ チ ッ バ ー

ノ ･ 砕 木 機

ニ 帯 の こ 盤

ホ 丸 の こ 盤

へ か ん な 盤

原動機の定格出力の合。十が22 . 5kw以上の も の に限る 。

ロ ー ル式の も のであ っ て 、 原動機の定格出力が3 . 75kw

以上の も の に限 る 。

矯正プ レ ス を除 く 。

呼び加圧能力が30重量 ト ン以上の も の に限 る 。

原動機の定格出力が3 . 75kw以上の も の に限 る 。

タ ソ ブ ラ ス ト 以外の も のであ っ て 、 密閉式の も のを除 く

原動機の定格出力が7 . 5kw以上の も の に限 る 。

原動機の定格出力が7 . 5kw以上の も の に限 る 。

原動機を用 い る も の に限 る 。

気ほ う コ ン ク リ ー ト プ フ ソ ト を除 き 、 混練機の混練容量

が0 . 45が以上の も の に限る 。

混練機の混練重量が200 kg以上の も の に限る 。

ロ ール式の も のであ っ て 、 原動機の定格出力が7 . 5kw以

上の も の に限 る 。

原動機の定格出力が2 . 25kw以上の も の に限 る 。

製材用 の も の に あ っ て は原動機の定格出力が 15kw以上

の も の 、 木工用の も の に あ っ ては原動機の定格出力が2 .

25kw以上の も の に限る 。

製材用の も の に あ っ て は原動機の定格出力が 15kw以上

の も の 、 木工用の も の に あ っ て は原動機の定格出力が2 .

25kw以上の も の に限 る 。

原動機の定格出力が2 . 25kw以上の も の に限る 。

原動機を用い る も の に限 る 。

ジ ル ト 式の も の に限 る 。
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資料20 騒音規制法第 2 条第 3 項の政令で定める特定建設作業一覧

作 業 備 考

1 く い打機 ( も ん けん を除 く 。 ) く い抜機又は

く い打 く い抜機 (圧入式 く い打 く い抜機を除 く 。 )

を使用す る作業。

く い打機を ア ー ス オー ガー と併用す る作業を

除 く 。

2 び ょ う 打機を使用す る作業

3 さ く 岩機を使用す る作業 作業地点が連続的に移動す る作業にあ っ ては 、

1 日 におけ る 当該作業に係 る 2 地点間の最大距

離が50m を超え ない作業に限る 。

4 空気圧縮機 (電動機以外の原動機を用い る も

ので あ っ て 、 そ の原動機の定格出力が 15kw以

上の も の に限る 。 ) を使用す る 。

さ く 岩機の動力 と し て使用す る作業を除 く 。

5 コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト (混練機の混練容量が

0 . 45甘以上の も の に限 る 。 ) 又は ア ス フ ァ ル ト

プ フ ソ ト (混練機の混練重量が200 kg以上の も

の に限 る 。 ) を設けて行 う 作業

モル タ ルを製造す る ために コ ン ク リ ー ト プ ラ

ン ト を投げて行 う 作業を除 く

資料21 振動規制法第 2 条第 1 項の政令で定める特定施設一覧

1 金属加工機械

贅 ) 液圧プ レ ス (矯正プ レ ス を除 く )

( 口 ) 機械プ レ ス

回 せん断機 (原動機の定格出力が 1 キ ロ ワ ッ ト 以上の も の に限 る 。 )

(‐) 鍛造機

回 ワ イ ヤ ー フ ォ ー ミ ン グマ シ ン (原動機の定格出力が37 . 5 キ ロ ワ ッ ト 以上の も の に限 る 。 )

2 圧縮機 (原動機の定格出力が7 . 5 キ ロ ワ ッ ト 以上の も の に限 る 。 )

3 土石用又は鉱物用の破砕機、 座砕機、 ふ る い及び分級機 (原動機の定格出力が7 . 5 キ ロ ワ ッ ト 以

上の も の に限 る 。 )

4 織機 (原動機を用い る も の に限る 。 )

5 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク マ シ ン (原動機の定格出力の合。十が2 . 95 キ ロ ワ ッ ト 以上の も の に限る 。 )

並びに コ ン ク リ ー ト 管製造機械及びコ ン ク リ ー ト 柱製造機械 (原動機の定格出力の合計が10キ ロ ワ ッ
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ト 以上の も の に限 る 。 )

6 木材加工機械

伊) ド ラ ム パー カ ー

(口 ) チ ッ パ ー (原動機の定格出力が2 . 2 キ ロ ワ ッ ト 以上の も の に限 る 。 )

7 印刷機械 (原動機の定格出力が2 . 2キ ロ ワ ッ ト 以上の も の に限る 。 )

8 ゴ ム練用又は合成樹脂練用の ロ ー ル機 ( カ レ ン ダー ロ ー ル機以外の も ので原動機の定格出力が30

キ ロ ワ ッ ト 以上の も のに限 る 。 )

9 合成樹脂用射出成形機

10 鋳型造型機 ( ジ ル ト 式の も のに限 る 。 )

資料22 振動規制法第 2 条第 3 項の政令で定める特定建設作業一覧

1 く い打機 ( も ん けん及び圧入式 く い打機を除 く ) 、 く い打機 (油圧式 く い抜機を除 く ) 又は

く い打 く い抜機 (圧入式 く い打 く い抜機を除 く 。 ) を使用す る作業

2 鋼球を使用 して建築物その他の工作物を破壊す る作業

3 舗装版破砕機を使用す る 作業 (作業地点が連続的に移動す る作業に あ っ て は 、 1 日 におけ る 当該

作業に係 る 2 地点間の最大距離が50 メ ー ト ルを超え な い作業に限 る 。 )

4 ブ レ ー カ ー (手持式の も の を除 く 。 ) を使用す る 作業 (作業地点が連続的に移動す る 作業にあ っ

ては 、 1 日 におけ る 当該作業に係 る 2 地点間の最大距離が50 メ ー ト ル を超え な い作業に限 る 。 )
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資料23 生活環境の保全に関する環境基準 (昭和46 . 1 2 . 28環境庁告示第59号)

1 河 川

※ 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

水素イ オ ン

濃 ( P H )度
生物化学的
酸素要求量

( B O D )

浮遊物質量
( S S )

溶存酸素量
( D O )

大 腸 菌 群 数

AA
水道 1 級 ･ 自 然環境保全及び
A 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5以上
8 . 5以下

1 mg/ “
以下

25 用g/ “
以下

7 . 5 mg/ “
以上

50MPN/10omQ
以下

A
水道 2 級 ･ 水産 1 級 ･ 水浴及び
B 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5以上
8 . 5以下

2 mg/ “
以下

25 mg/ ′
以下

7 . 5 mg/ “
以上

1 , 00OMPN/100
艘以下

B
水 道 3 級 ･ 水 産 2 級 及 び
C 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5以上
8 . 5以下

3 mg/ “
以下

25 mg/ “
以下

5 mg/ “
以上

5 , 00OMOPN/10o
mQ以下

C
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級及び
D 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5以上
8 . 5以下

5 mg/ “
以下

50mg/ ′
以下

5 mg/ “
以上

D
工業用水 2 級 ･ 農業用水及び
E 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 0以上
8 . 5以下

8 mg/ “
以下

10omg/ ′
以下

2 mg/ “
以上

E 工 業 用 水 3 級 ･ 環 境 保 全
6 . 0以上
8 . 5以下

1omg/ “
以下

ごみ等の ･浮

遊芒が鳶忍め ら
れゾ な し ･ こ と

2 mg/ “
以上

(注)

2

1 自 然環境保全 自 然探勝等の環境保全

2 水 道 1 級 ろ過等に よ る 簡易な浄水操作を行 う も の

2 級 沈澱ろ過等に よ る 通常の浄水操作を行 う も の

3 級 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行 う も の

3 水 産 1 級 ヤ マ メ 、 イ ワ ナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用

" 2 級 サ ケ科魚類及びア ユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産 3 級の水産生物用

" 3 級 コ イ 、 フ ナ等、 β -中腐水性水域の水産生物用

工業用水 1 級 沈澱等に よ る通常の浄水操作を行 う も の

2 級 薬品注入等に よ る 高度の浄水操作を行 う も の

3 級 特殊の浄水操作を行 う も の

5 環 境 保 全 国民の 日 常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) に おいて不快感を生 じ な い限度

湖沼 (天然湖沼及び貯水量1 , 000万立方 メ ー ト ル以上の人工湖)

ア

※ 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

水素イ オ ン
濃 度

( p H )

化 学 的
酸素要求量

( C O D )

浮遊物質量
( S S )

溶存酸素量
( D O )

大 腸 菌 群 数

榮
水道鰐級 ･ 水産 鼓級 ･ 自然環境保
全及びA以下の欄に掲げる も の

6 . 5以上
8 5以下

1 mg/ “
以下

1 mg/ “
以下

7 . 5 mg/ “
以上

50M[PN/10omQ
以下

A
水道 2 、 3 級 ･ 水産 2 級 ･ 水浴
及び B 以下の欄に掲げ る も の

6 . 5以上
8 . 5以下

3 mg/ “
以下

5 mg/ ′
以下

7 . 5 mg/ “
以上

1 , 00OMにPN/10o
mQ以下

B
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級 ･ 農業
用水及び C の欄に掲げ る も の

6 . 5以上
8 . 5以下

5 閤g/ “
以下

15 mg/ ′
以下

5 mg/ ′
以上

C 工 業 用 水 2 級 ･ 環 境 保 全
6 . 0以上
8 . 5以下

8 mg/ “
以下

ごみ等の浮

遊功魂忍め ら
れノ たよ し ･ こ と

2 mg/ “
以上

(注) 1 自 然環境保全 自 然探勝等の環境保全

2 水 道 1 級 ろ過等に よ る 簡易な浄水操作を行 う も の

水道 2 、 3 級 沈澱ろ過等に よ る 通常の浄水操作、 又は 、 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行 う も の

3 水 産 1 級 ヒ メ マ ス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産 2 級及び水産 3 級の水産生物用

2 級 サ ケ科魚類及びア ユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産 3 級の水産生物用

“ 3 級 コ イ 、 フ ナ等富栄養湖型の水域の水産生物用

4 工業用水 1 級 沈澱等に よ る 通常の浄水操作を行 う も の

" 2 級 薬品注入等に よ る 高度の浄水操作、 又は 、 特殊な浄水操作を行 う も の

5 場 の 日 養生 沿 の遊 等を む。 において不 惑を じ な し ･環 境 保 全 国民の 日 常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) に おいて不快感を生 じ な し ･限度

-232-

宅

1

醇
■-.



イ

沫 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

全 窒 素 全 廃

T･墨 自 然環境保全及びn以下の欄に掲げる も の 0 . 1 mg/ ′ 以下 0 . 005 mg/ “ 以下

肛

水道 1 、 2 3 級 (特殊な も の を除 く )

水 産 1 種

水浴及び I1I 以下の欄に掲げ る も の

0 . 2 mg/ ′ 以下 0 , 01 mg/ “ 以下

m 水道 3 級 (特殊な も の ) 及びN以下の欄に掲げ る も の 0 . 4 mg/ “ 以下 0 . 03 mg/ “ 以下

W 水産 2 種及び V の欄に掲げ る も の 0 . 6 mg/ “ 以下 0 . 05 mg/ “ 以下

V

水 産 3 種

工 業 用 水

農 業 用 水

環 境 保 全

1 mg/ ′ 以下 0 . 1 mg/ “ 以下

(注) 1 自 然環境保全 自 然探勝等の環境保全

2 水 道 1 級 ろ過等に よ る 簡易な浄水操作を行 う も の

水 道 2 級 沈澱ろ過等に よ る通常の浄水操作を行 う も の

水 道 3 級 前処理等を伴 う 高度の浄水操作を行 う も の ( ｢特殊な も の｣ と は 、 臭気物

質の除去が可能な特殊な浄水操作を行 う も の を い う 。 )

3 水 産 1 種 サ ケ科魚類及びア ユ等の水産生物用並びに水産 2 種及び水産 3 種の水産生

物用

水 産 2 種 ワ カ サ ギ等の水産生物用及び水産 3 種の水産生物用

水 産 3 種 コ イ 、 フ ナ等の水産生物用

4 環 境 保 全 国民の 日 常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) に おいて不快感を生 じ な い限度

3 海 域

※ 利 用 目 的 の 適 応 性

基 準 値

水素イ オ ン
濃 度

p H )

化学的酸素
要 求 量

( C O D )

溶存酸素量
( D O )

大腸菌群数 油 分 等

A
水 産 1 級 ･ 水 浴
自 然 環 境 保 全 及 び
B 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

7 . 8以上
8 . 3以下

2 mg/ “ 以下 7 . 5 mg/ “ 以上
1 , 00OM[PN

/100mQ
以下

検出 さ れ な
い こ と

B
水 産 2 級 ･ 工 業 用 水 及 び
C の 欄 に 掲 げ る も の

7 . 8以上
8 . 3以下

3 mg/ “ 以下 5mg/ “ 以上
検出 さ れな
い こ と

C 環 境 保 全
7 . 0以上
8 . 3以下

8mg/ “ 以下 2mg/ “ 以上

(注) 1 自 然環境保全 自 然探勝等の環境保全

2 水 産 1 級 マ ダ イ 、 ブ リ 、 ワ カ メ 等の水産生物用及び水産 2 級の水産生物用

〃 2 級 ボ ラ 、 ノ リ 等の水産生物用

3 環 境 保 全 国民の 日 常生活 (沿岸の遊歩等を含む。 ) に おいて不快感を生 じ な い限度
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資料24 要監視項目 及び指針値

項 目 指 針 値 項 目 指 針 値

ク ロ ロ ホ ル ム 0 . 06 mg/ “ 以下 フ ェ ノ ブ カ ル ブ 0 . 02 mg/ “ 以下

ト ラ ン ス 1 , 2 ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0 . 04 mg/ “ 以下 イ プ ロ ベ ソ ホ ス 0 . 008 翻g/ “ 以下

1 , 2ー ジ ク ロ ロ フo ロ パ ソ 0 . 06 mg/ “ 以下 ク ロ ル ニ ト ロ フ エ ソ (注)

p‐ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 0 . 3 mg/ “ 以下 ト ル エ ン 0 . 6 mg/ “ 以下

イ ン キ サ チ オ ソ 0 . 008 mg/′ “ 以下 キ シ レ ン 0 . 4 mg/ “ 以下

ダイ ア ジ ノ ソ 0 . 005 mg/ “ 以下 フ タ ル酸 ジ エ チルヘ キ シ ル 0 . 06 mg/ “ 以下

フ ェ ー ト ロ チ オ ソ 0 . 003 抑g/′ “ 以下 ほ う 素 0 . 2 mg/ “ 以下

イ ン プ ロ チ オ ラ ソ 0 . 04 mg/ “ 以下 フ ッ 素 0 . 8 mg/ “ 以下

オ キ シ ソ銅 0 . 04 mg/ “ 以下 ニ ッ ケ ル 0 . 01 mg/ “ 以下

ク ロ ロ タ ロ ニル 0 . 04 mg/ “ 以下 モ リ ブデ ン 0 . 07 mg/ “ 以下

プ ロ ピザ ミ ド 0 . 008mg// “ 以下 ア ン チ モ ン 0 . 002 mg/ “ 以下

E P N 0 . 006 mg/ “ 以下 硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素
1o mg/ “ 以下

ジ ク ロ ル ボ ス 0 . 01 mg/ “ 以下

(注) ク ロ ルニ ト ロ フ ェ ソ の指針値は設定せず、 当分の間は検出 さ れな い こ と ( < 0 . 0001 ) と す る 。

資料25 公共用水域等における農薬の水質評価指針

農 薬 名 種 類
評価指針値

( mgノ リ
農 薬 名 種 類

評価指針値

( mgノ リ

イ ブ ロ ジ オ ソ

イ 、 ダ ク ロ プ リ ド

エ ト フ ェ ソ プ ロ ッ ク ス

エ ス プ ロ カ ル ブ

エ テ ィ フ ェ ソ ス ホ ス (EDDP)

カ ルバ リ ル (NAC)

ク ロ ル ピ リ ホ ス

ジ ク ロ フ ェ ソ チ オ ソ (ECP)

シ メ ト リ ソ

ト ル ク ロ ホ ス メ チ ル

ト リ ク ロ ル ホ ソ

ト リ ソ ク ラ ゾー ル

ビ リ ダ フ ェ ソ チ オ ソ

フ サ ラ イ ド

殺 菌 剤

殺 虫 剤

殺 虫 剤

除 草 剤

殺 菌 剤

殺 虫 剤

殺 虫 剤

殺 虫 剤

除 草 剤

殺 菌 剤

殺 虫 剤

殺 菌 剤

殺 虫 剤

殺 菌 剤

0 . 3 以下

0 . 2 以下

0 . 08 以下

0 . 01 以下

0 . 006以下

0 . 05 以下

0 . 03 以下

0 . 006以下

0 . 06 以下

0 . 2 以下

0 . 03 以下

0 . 1 以下

0 . 002以下

0 . 1 以下

ブ タ ミ ホ ス

ブ プ ロ フ ェ ･ジ ン

プ レ チ フ ク ロ ール

プ ロ ベ ナ ゾー ル

プ ロ モ ブ チ ド

フ ル ト ラ ニ ル

ペ ソ シ ク ロ ソ

ペ ン ス リ ド (SAP)

ペ ソ デ ィ メ タ リ ン

マ フ チ オ ソ ( マ フ ソ ソ )

メ フ ヱ ナ セ ッ ト

メ フo ロ ニゾレ

モ リ ネ ー ト

(以上27農薬)

除 草 剤

殺 虫 剤

除 草 剤

殺 菌 剤

除 草 剤

殺 菌 剤

殺 菌 剤

除 草 剤

除 草 剤

殺 虫 剤

除 草 剤

殺 菌 剤

除 草 剤

0 . 004以下

0 . 01 以下

0 . 04 以下

0 . 05 以下

0 . 04 以下

0 . 2 以下

0 . 04 以下

0 . 1 以下

0 . 1 以下

0 . 01 以下

0 . 009以下

0 . 1 以下

0 . 005以下
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資料26 環境基準類型指定概要図

凡例リ L水 域 名 i 馨繍 i 類 型 I

N
/
と

斐伊 ′ =水系 の 中海 ! 4240 3m 湖沼 A [ ÷ を
I u ｣ ロ 小 海及 び 境 水 道 61 . 4 湖 沼 I l l

l を難潴雜好 脛3. 2oi 海域 A｣

中溝驫な! 既 製盡 瑚松川
小鴨川 加茂川 砂見川

小松谷川 日 委銚嶺翼幻開 46. 9. 1 4 剛 = 鮎 川 八東川
野

法勝寺川 川 佐治川 千代川 上流佐治′= 盤答最轟蜑宮川 l 46. 9. 1 4 河川如

曰 認識t らも流 46‐ 9‐ 1 4 河川鬚
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資料27 水質の経年変化 (平成 4 ~ 9 年度)

水 域 名 地点名
B O D 年 平 均 値 ( mg / “ )

4 年 度 5 年 度 6 年 度 7 年 度 8 年 度 9 年 度

(河 川 )

( 1 級河川 )

千代川水系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

天神川水系

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川

質 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

片 山

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

小 原

田 後

小 田

大 原

今 泉

穴 鴨

巌 城

河 原 町

関 金

今 西

大 瀬

片 柴

森

1 . 2

1 . O

0 . 7

1 . 4

0 . 9

0 . 8

0 . 7

0 . 8

0 . 8

0 . 8

0 . 9

0 . 9

1 . 2

0 . 9

0 . 9

0 . 7

0 . 7

0 . 9

0 . 8

0 . 8

0 . 7

0 . 9

0 . 8

0 . 7

1 . 2

1 . O

1 . O

0 . 9

0 . 9

0 . 8

0 . 6

0 . 7

0 . 8

0 . 7

0 . 8

0 . 9

1 . O

0 . 8

0 . 6

0 . 5

0 . 5

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 5

0 . 6

0 . 6

0 . 6

2 . 1

1 . 4

1 . 4

1 . 6

1 . 6

0 . 8

0 . 7

1 . 1

0 . 9

0 . 7

1 . 1

0 . 8

1 . 1

1 . 1

1 . O

0 . 9

0 . 9

1 . 2

1 . 2

1 . 3

0 . 9

0 . 9

0 . 8

0 . 9

1 . 5

1 . 3

1 . O

1 . O

1 . 4

0 , 9

0 . 6

0 . 7

0 . 8

0 . 6

0 . 8

0 . 8

1 . 4

L 1

0 . 9

1 . 1

0 . 6

1 . 1

1 1

1 . 1

0 . 6

0 . 8

0 . 7

0 . 7

1 . 3

1 . 3

0 . 9

1 . 1

1 . 1

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 7

0 . 7

0 . 8

0 . 7

1 . 2

1 . 1

1 . 1

1 . O

0 . 6

1 . 2

1 1

1 . 1

0 . 7

0 . 8

0 . 6

0 . 6

1 . 1

1 . 2

0 . 8

0 . 8

0 . 9

0 . 5

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 5

0 . 8

0 . 7

1 . 1

1 . O

0 . 8

0 . 8

0 . 6

1 . O

0 . 7

0 . 7

0 . 5

q. 7

“

び辺

. 1

. 2

. 8

. 8

. 9

. 5

. 6

. 7

6

5

7

O

8

O

7

Q. 7

“

α6

注 ×/ y 環境基準に不適合の 日 数/総測定 日 数 すメ

ー236-



B O D 最 小 値 ~ 最 大 値 ( mg / “ ) x / y

4 年 度 5 年 度 6 年 度 7 年 度 8 年 度 9 年 度 4 年度 5 年度 6 年度 7 年度 8 年度 9 年度

0 . 7~2 . O

0 . 7~1 . 9

< 0 . 5~1 . 2

<0 . 5~2 . 6

0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . O

< 0 . 5~2 . O

< 0 . 5~1 . 6

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 4

< 0 . 5~1 . 6

く 0 , 5~3 , 0

く 0 , 5~2 , 1

< 0 . 5~2 . 5

< 0 . 5~2 . 3

< 0 , 5~1 . O

< 0 . 5~1 . 5

く 0 , 5~1 , 6

<0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~ 1 . 9

く 0 , 5~2 , 2

< 0 . 5~1 . 9

< 0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~1 . 9

< 0 . 5~3 . 5

0 . 6~1 . 5

< 0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~2 . O

0 . 6~1 . 3

< ○ , 5~1 , 1

く 0 , 5~0 , 9

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 3

< 0 . 5~1 . 6

< 0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~1 . 8

< 0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~0 . 6

< 0 . 5~0 . 8

< 0 . 5~1 . O

く 0 , 5~0 , 9

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~0 . 7

< 0 . 5~0 . 8

< 0 . 5~1 . O

< 0 . 5~1 . 4

0 . 9~6 . 9

0 . 9~2 . 5

0 . 5~2 . 7

0 , 7~3 , 9

0 . 7~3 . O

< 0 . 5~1 . 4

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~3 . 2

< 0 . 5~1 . 6

<0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~3 . 8

< 0 . 5~1 . 4

0 . 7~2 . 1

<0 . 5~2 . 2

< 0 . 5~1 . 7

0 . 5~1 . 4

< 0 . 5~1 . 9

< 0 . 5~2 . 9

0 . 5~2 . 5

0 . 6~3 . 3

< 0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~1 . 9

< 0 . 5~1 . 8

<0 . 5~1 . 8

0 . 8~2 . 5

0 . 9~ 1 . 9

0 . 8~1 . 3

0 , 6~1 , 3

0 . 7~3 . 4

< 0 . 5~1 . 5

< 0 . 5~0 . 8

く 0 , 5~1 , 3

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~1 . O

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~1 . 2

0 . 6~3 . O

0 . 6~2 . 2

0 . 6~1 . 6

0 . 5~2 . O

< 0 . 5~1 . 2

0 . 6~1 . 7

0 . 7~2 . O

0 . 6~2 . 1

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 1

<0 . 5~1 . 1

0 . 5~3 . 7

0 . 8~2 . 1

< 0 . 5~1 . 5

0 ･ 5~2 ･ 2

0 . 6~1 . 9

< 0 . 5~1 . 3

< 0 . 5~0 . 6

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 2

く0 ‐ 5~L 2

< 0 . 5~1 . 5

< 0 . 5~1 . O

0 . 5~2 . 4

0 . 5~2 . 7

0 . 5~1 . 7

0 , 5~2 , 2

< 0 . 5~0 . 8

0 . 6~2 . 3

0 . 6~1 . 7

0 . 5~0 . 8

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~0 . 9

<0 . 5~1 . O

0 . 6~1 . 8

0 . 6~1 . 7

0 . 5~1 . 2

0 . 5~L 1

0 . 5~1 . 3

< 0 . 5~0 . 7

< 0 . 5~0 . 6

< 0 . 5~1 . 1

く 0 , 5~0 , 9

< 0 . 5~0 . 7

く 〇 ‐ 5~ 1 ‐ 3

< 0 . 5~ 1 . 1

0 . 5~2 . 7

0 . 5~2 . 7

0 . 6~1 . 1

0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . O

0 ･ 7~1 ･ 7

0 . 5~1 . O

0 , 5~1 , 2

< 0 . 5~0 . 7

< 0 . 5~1 . 4

< 0 . 5~1 . 2

<0 . 5~0 . 9

0/12

0/ 12

1 /12

7/12

2/12

0/12

2/12

/12

/12

/ 12

/12

/ 12

1 /12

1/30

3/12

0/ 12

1 /12

/ 12

/ 12

/ 12

/12

/12

/ 12

/12

2/12

0/ 12

3/12

2/ 12

3/ 12

3/ 12

0/ 12

/12

/ 12

/12

/12

/ 12

0ん2

0/29

1/12

0/ 1 2

0/ 12

/ 12

/ 12

/ 12

/12

/ 12

/ 12

/12

4/ 12

1/ 12

6/′ 12

9/ 12

8/12

2/ 12

1/12

/ 12

/ 12

/ 12

/ 12

/ 12

1/ 12

1/28

3/ 12

2/12

4/ 12

/ 12

/ 12

/ 12

/12

/ 12

/ 12

/12

2/12

0/12

4/12

6ハ2

8/12

4/12

0/12

/12

/12

/ 12

/ 12

/1 2

2ん2

1/28

2/12

5/12

1/12

ん2

/12

/12

/12

/ 1 2

/ 12

ん2

1/12

1/12

4/ 12

5ん2

4/12

1 / 12

0/12

/12

/12

/12

/ 12

/ 12

1 / 12

1 /27

6/12

3/12

0/ 12

/ 12

/ 12

/12

/ 12

/ 12

/ 12

/12

0/ 12

0/ 12

3/ 12

3/12

3/ 12

0/ 12

0/ 12

/12

/ 12

/ 12

/ 12

/ 12

1/ 1 1

1/28

2/ 1 1

2/1 1

0/ 12

/ 1 1

/ 11

/ 1 1

/ 12

/ 12

/ 12

/ 12
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水 域 名 地点名
B O D 又 は C O D 年 平 均 値 ( mg / “ )

4 年 度 5 年 度 6 年 度 7 年 度 8 年 度 9 年 度

日 野川水系

日 野 川

法 勝 寺 川

板 井 原 川

( 2 級河川 )

蒲 生 川

塩 見 川

河 内 川

勝 部 川

由 良 川

加 勢 蛇 川

阿 弥 陀 川

佐 陀 川

(都市河川)

旧 袋 川

玉 川

旧 加 茂 川

(湖 沼 )

湖 山 池

東 郷 池

多 鯰 ヶ 池

中 海

(海 域)

美 保 湾

日 本海沿岸

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

3 地 点

んッ

"ッ

ん7

"7

"7

んッ

"ア

7 地 点

5 地 点

れ7

4 地 点

イン

3 地 点

3 地 点

8 地 点

"

0 . 9

0 . 7

0 . 7

0 . 7

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 6

1 . 1

1 . 2

0 . 5

0 . 9() 1 . 6

0 . 7()2 . 1

0 . 6() 1 . 3

0 . 8() 1 . 7

1 . 4()2 . O

0 . 5()0 . 8

<0 . 5()0 . 8

0 . 5()0 . 7

1 . 6()3 . O

0 . 9() 1 1

1 . 6()3 . 2

6 . 8()7 . 8

4 . 2 ()4 . 5

4 . 0()5 . 1

2 . 3()4 . 9

1 . 3()2 . 1

0 . 9() 1 . 4

0 . 7

0 . 7

0 . 7

0 . 7

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 5

1 . 1

0 . 9

0 . 6

1 . 0() 1 . 3

1 . 3() 1 . 6

0 . 6() 1 . 1

0 . 7() 1 . 8

1 . 5()2 . 5

0 . 5()0 . 9

<0 . 5()0 . 5

<0 . 5()0 . 6

1 . 5()2 . 2

0 . 7()15

1 . 7()3 . 7

4 . 9()6 . 3

3 . 6()3 . 7

4 . 2^)5 . 1

2 . 8()4 . 7

1 . 0()1 . 7

0 . 5()1 . O

1 . 4

1 . 1

0 . 9

1 . O

0 . 9

0 . 7

1 . O

0 . 8

1 . 6

1 . 4

0 . 6

1 . 0()2 . 7

1 . 2()2 . O

0 . 6()3 . O

0 . 9()2 . 5

1 . 7()2 . 4

1 . 0() 1 . 2

1 . 2() 1 . 3

1 . 2() 1 . 4

1 . 7()5 . O

0 . 9()9 . 9

1 . 9()3 . 9

7 . 7()8 . 2

4 . 1 ()4 . 3

3 . 2()3 . 5

2 . 9()5 . 2

0 , 8 ′し2 , 1

< 0 . 5 ′し0 . 7

0 . 9

1 . 1

0 . 8

0 . 9

0 . 7

0 . 7

0 . 6

0 . 6

1 . O

1 . O

0 . 6

0 . 9() 1 . 1

0 . 7() 1 . 3

0 . 5() 1 . O

0 . 6()2 . 4

1 . 3()2 . 1

0 . 6()0 . 7

0 . 8()0 . 9

0 . 6() 1 . 2

L 3()3 . 8

0 . 6() 13

1 . 6()2 . 1

6 . 3()7 . 2

5 . 0()5 . 2

3 . 2 () 3 ‘ 4

2 . 4()5 . 1

0 . 8() 1 . 7

0 . 7() 1 . 1

1 . 1

1 . O

0 . 8

0 . 9

0 . 8

0 . 7

0 . 7

0 . 6

1 . 1

1 . O

0 . 5

0 . 7() 1 . O

0 . 9() 1 . 6

0 . 6() 1 . O

0 . 6()2 . 2

1 . 4()2 . O

0 . 5()0 . 9

0 . 6() 1 . 2

0 . 8() 1 . 9

1 . 6()2 . 9

0 . 6()9 . 4

2 . 5()3 . 3

4 . 2()4 . 6

3 . 9()4 . 1

2 . 8()2 . 9

2 . 4()6 . 2

0 . 8()1 . 7

0 . 6() 1 . O

0 . 7

0 . 8

0 . 7

0 . 9

0 . 6

0 . 5

0 . 5

0 . 6

1 . 1

0 . 9

0 . 5

0 . 6() 1 . 3

0 . 6() 1 . 8

0 . 6() 1 . O

0 . 5() 1 . 8

1 . 1() 1 . 6

0 . 6

0 . 6()0 . 7

0 . 7() 1 . 1

0 . 9()2 . 1

0 . 6()6 . 2

1 . 4() 1 . 8

4 . 9()5 . 4

4 . 9()5 . 1

3 . 0^)3 . 2

2 . 6()5 . 6

0 . 8()2 . 1

1 . 0() 1 . 3
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B O D 又 は C O D 最 小 値 ~ 最 大 値 ( mg / “ ) x / y

4 年 度 5 年 度 6 年 度 7 年 度 8 年 度 9 年 度 4 年度 5 年度 6 年度 7 年度 8 年度 9 年度

<0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 5

<0 . 5~ 1 . O

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 2

<0 . 5~0 . 9

< 0 . 5~0 . 8

<0 . 5~0 . 8

0 . 7~1 . 7

0 . 6~2 . 5

<0 . 5~0 . 7

0 . 6~2 . 6

< 0 . 5~3 . O

< 0 . 5~1 . 4

0 . 6~3 . 2

0 , 6~2 , 8

< 0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~0 . 9

0 . 5~5 . 4

< 0 . 5~46

<0 . 5~8 . 4

3 . 9~20

2 . 0~6 . 8

3 . 1~6 . 2

1 . 3~7 . 5

0 . 5~4 . O

< 0 . 5~1 . 8

0 , 5~1 . 3

< 0 , 5~1 . 2

< 0 . 5~1 , 1

< 0 , 5~1 . 2

< 0 . 5~0 . 8

< 0 . 5~1 . 8

< 0 . 5~1 . O

< 0 . 5~0 . 8

0 . 6~2 . 4

< 0 . 5~2 . O

< 0 . 5~0 . 9

< 0 . 5~2 . 3

0 . 5~2 . 5

< 0 . 5~2 . 4

< 0 . 5~7 . 3

0 . 6~5 . 1

< 0 . 5~1 . 6

< 0 . 5~0 . 6

< ○ , 5~0 , 8

0 . 6~5 . 8

< 0 . 5~32

0 . 6~8 . 8

2 . 7~9 . 7

2 . 2~5 . 3

3 . 2~6 . 9

1 . 7~8 . 2

0 . 5~2 . 8

< 0 . 5~1 . 2

0 . 5~3 . 6

< 0 . 5~2 . 7

< 0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~ 1 . 8

< 0 . 5~1 . 6

<0 . 5~1 . 4

< 0 . 5~1 . 9

<0 . 5~1 . 5

0 。 6~3 . 4

0 . 5~2 . 6

<0 . 5~1 . 1

< 0 . 5~8 . 4

< ○ , 5~2 , 7

< 0 . 5~8 . 7

< 0 . 5~5 . 6

0 . 5~4 . 5

< 0 . 5~1 . 8

く 0 , 5~2 , 0

0 . 5~2 . 5

0 . 7~13

< 0 . 5~35

0 . 9~1 1

3 . 3~18

2 . 2~6 . 1

2 , 1~4 . 5

1 . 5~8 . 5

< 0 . 5~4 . 5

< 0 . 5~0 . 8

く 0 , 5~1 , 5

< 0 . 5~5 . 3

< 0 , 5~1 . 3

< 0 . 5~1 . 6

< 0 . 5~1 . 6

< 0 . 5~ 1 . O

< ○ , 5~0 , 8

< 0 . 5~1 . O

0 . 6~1 . 7

< 0 . 5~1 . 5

< 0 . 5~1 . O

< 0 . 5~2 . 6

< 0 . 5~ 1 . 8

< 0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~6 . 4

0 . 8~3 . 5

< 0 . 5~0 . 9

< 0 . 5~2 . O

< 0 . 5~1 . 7

0 . 6~49

< 0 . 5~53

0 . 5~5 . O

3 . 4~21

3 , 8~6 , 9

2 . 5~4 . 9

1 . 7~8 . 7

< 0 . 5~2 . 7

< 0 . 5~1 . 4

0 . 6~2 . 3

< 0 . 5~1 . 8

<0 , 5~1 . 1

く 0 ･ 5~1 ･ 8

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~1 . 2

< 0 . 5~0 . 9

0 . 6~1 . 7

< 0 . 5~1 . 9

<0 . 5~0 . 8

< 0 . 5~1 . 8

< 0 . 5~2 . 6

< 0 . 5~2 . 1

< 0 . 5~4 . 3

0 . 7~3 . 6

< 0 . 5~1 . 5

< 0 . 5~2 . O

0 . 5~3 . 8

0 . 8~10

< 0 . 5~29

0 . 9~9 . 6

2 . 9~6 . 4

2 . 5~5 . 2

2 . 3~4 . 2

1 . 3~ 13

< 0 . 5~3 . O

< 0 . 5~1 .9

< 0 . 5~1 . O

< 0 . 5~3 . 7

< 0 . 5~1 . O

< 0 . 5~1 . 7

< 0 . 5~0 . 9

< 0 . 5~0 . 8

< 0 . 5~1 . 8

<0 . 5~0 . 8

0 . 6~2 . O

< 0 . 5~1 . 2

<0 . 5~0 . 5

< 0 . 5~3 . 8

< 0 . 5~3 . 3

< ○ , 5~1 , 8

< 0 . 5~5 . O

0 , 6~2 , 6

< 0 . 5~0 . 9

<0 . 5~1 . O

< 0 . 5~1 . 5

0 . 5~5 . 2

< 0 . 5~23

0 . 7~5 . O

3 . 1~8 . 1

3 . 8~6 . 1

2 . 5~4 . 3

1 . 4~ 18

< 0 . 5~3 . 3

0 , 7~1 , 8

0/12

0/30

0/12

2/12

1 / 12

0/ 12

0/12

0/12

/12

/ 12

/12

/ 12

/ 1 2

/ 12

/22

/12

/ 12

/12

/12

/ 102

/60

/60

48/48

36/48

/ 1 2

40/78

8/96

0/

0/12

0/30

1 /12

1/12

0/ 12

1 / 12

0/12

0/12

/12

/ 12

/12

/ 12

/ 12

/ 12

/22

/ 12

/ 12

/12

/ 12

/ 102

/60

/55

45/48

33/48

/12

47/8 1

7/96

24

2/ 12

1/30

4/ 12

4/12

5/ 12

2/ 12

4/12

3/ 12

/ 12

/ 12

/12

/ 12

/12

/ 12

/26

/ 12

/ 12

/12

/12

/95

/60

/60

48/48

39/48

/ 12

42/60

5/96

0/24

0/12

1 /30

3/12

2/ 12

1/ 12

0/ 12

0ん2

0/12

/12

/ 12

/ 1 1

/1 2

/ 12

/1 1

/24

/12

/ 12

/12

/12

/97

/60

/60

48/48

48/48

/12

37/60

3/96

0/24

1 /12

0/29

1 / 12

3/12

1 /12

1/12

2ん2

0/12

/ 12

/ 12

/12

/ 12

/ 12

/ 12

/24

/ 12

/ 12

/ 12

/ 12

/92

/60

/60

43/48

42/48

/ 12

39/57

4/96

0/24

0/ 12

1 /30

0/12

4/1 1

0/ 12

0/12

0/ 12

0/ 12

/ 12

/ 12

/12

/ 12

/ 12

/ 12

/22

/ 12

/ 12

/ 12

/ 12

/89

/60

/60

48/48

48/48

/ 12

36/57

8/96

0/24

‐23鼾



生活環境項目

　
　 　

誰
　 　 　

　

水 域 名 類型 N

p H ･ D 0 ( mg / “ )

x / y % m1n~maX x / y % m 1 n~m aX

河j
千 代 川

れ7

天 神 川

"ツ

日 野 川

れヅ 螢A船A螢A にUnソ“nd?“ハbn/“ Û4性RUQVrへ〕AVĥUnソ“QUまれ也7‘4性//////ÛAÛÛUTI▲̂U
O

O

O

O

1 . 3

O

6 . 6()8 . 3

6 . 9()8 . 3

6 . 6 ()8 . O

6 . 9()7 . 8

6 . 3()7 . 9

7 . 0()7 . 8 伽似似彼ゑ倦nv̂ÛÛÛU1ユ
O

O

O

O

O

2 . 4

7 . 5() 1 3

7 . 5()12

8 . 9() 13

8 . 3() 12

8 . 1 () 13

6 . 8() 13

湖沼
湖 山 池

東 郷 池

中 海 AAA バーメハゴQV
4 /48

13/48

30/129

8 . 3

27 . 1

23 . 3

6 . 9()9 . 1

7 . 2()9 . 4

7 . 5()9 . 7

6 /48

4 /48

60/129

12 . 5

8 . 3

46 . 5

6 . 6() 13

6 . 0() 13

0 . 6() 12

海域
美 保 湾

"ツ

日 本 海 ABA 71第
32/84

4 /12

9 /75

38 . 1

33 . 3

12 . O

8 . 1 ()8 . 8

8 . 3()8 . 6

8 . 1 ()8 . 5

19/84

0 /12

5 /24

22 . 6

O

20 . 8

6 . 5()10

6 . 6()9 . 1

7 . 0(〉8 . 6

。十

河 川

‘7

湖 沼

海 域

"ッ 船AAAB 14617341
1 /173

0 /113

47/225

41/159

4 /12

0 . 6

O

20 . 9

25 . 8

33 . 3

6 . 3()8 . 3

6 . 9ん)8 . 3

6 . 9()9 . 7

8 . 1 ()8 . 8

8 . 3()8 . 6

0 /165

1 /105

70/225

24/108

0 /12

O

1 . O

31 . 1

22 . 2

O

7 . 5^)13

6 . 8() 13

0 . 6() 13

6 . 5() 10

6 . 6()9 . 1

合 。十 70 93/682 13 . 6 95/615 15 . 4

注 × / y 環境基準に不適合の 日 数/総測定 日 数
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B O D又はC O D ( mgノ リ S S 又 は 油 分 ( mg / “ ) 大 腸 菌 群 数 ( M P N / 1 o o m l )

x / y % m1n~maX x / y % ml n~maX x / y % m l n ~ m a X

( B O D )

9 /60

0 /24

4 /34

2 /39

4 /71

1 /42

15 . O

O

1 1 . 8

5 . 1

5 . 6

2 . 4

< 0 . 5 ノし 1 . 3

0 . 6 ′し1 . 8

< 0 . 5 ′し 1 . 2

0 . 5 ′し2 . 7

< 0 . 5ノ)1 . 7

< 0 . 5 ′し3 . 7

( S S )

0 /60

0 /24

0 /34

0 /39

1 /71

0 /41

O

O

O

O

1 . 4

O

< 1 ~18

2 ~18

< 1 ~14

< 1 ~12

< 1 ~30

1 ~ 9

60/60

19/24

34/34

35/39

71/71

26/42

100

79 . 2

100

89 . 7

100

61 . 9

1 . 7 × 10 2 /し2 . 4 × 10 5

3 . 3 × 10 2 ′し1 . 4 × 10 5

2 ･ 3 × 10 れし4 ･ 9 × 10 4

2 . 3 × 10 2 /し 6 × 10 4

1 . 3 × 10れ･)4 . 9 × 10 4

2 . 1 × 10 2 ()1 . 6 × 10 4

( C O D )

48/48

48/48

73/129

100

100

56 . 6

3 . 1 ()8 . 1

3 . 8()6 . 1

1 . 2() 18

( S S )

34/48

45/48

65/129

70 . 8

93 . 8

50 . 4

2 ()26

5 ()33

1 ()37

19/48

18/48

14/93

39 . 6

37 . 5

15 . 1

4 . 0 × 10()9 . 2 × 10 4

5 . 6()2 . 4 × 10 4

1 . 3() 1 . 3 × 10 4

( C O D )

8 /84

0 /12

0 /75

9 . 5

O

O

< 0 . 5 ′し3 . 3

0 , 5し1 , 8

< 0 . 5 ′〉1 . 8

(油分)

0 /84

o /12

0 /41 Û̂U〔nY
N D

N D

N D

6 /84

-/12

0 /24

7 . 1

O

< 1 . 8 ノし5 . 4 × 10 3

< 1 . 8ノし2 . 9 × 10

< 1 . 8 ′し1 . 7 × 10 2

17/165

3 /105

169/225

8 /159

0 /12

10 . 3

2 . 9

75 . 1

5 . O

O

< 0 . 5 ′し 1 . 7

< 0 . 5 ′し3 . 7

1 . 2 ′し 18

<0 . 5 ′し3 . 3

0 . 5 ′し 1 . 8

1 /165

o /105

144/225

0 /125

0 /12

0 . 6

O

64 . O

O

O

< 1 ~30

< 1 ~18

1 ~37

N D

N D

165/165

80/105

51/189

6 /108

-/12

100

76 . 2

27 . O

5 . 6

1 . 3 × 10 2 ノ〉 > 2 . 4 × 10 5

2 . 1 × 10れし 1 . 4 × 10 5

1 . 3 ノ~ 9 . 2 × 10 4

< 1 . 8 ノし 5 . 4 × 1 0 3

< 1 . 8′し 2 . 9 × 10

197/676 29 . 6 145/632 20 . 4 1 37/579 50 . 8
｣
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資料28 水質汚濁防止法第 3条第 3 項の規定に基づ く 上乗せ排水基準

(1 ) 中海流入区域に適用 さ れ る 上乗せ排水基準

特定事業場の区分 既設特定事業場
牛
馬
置
業

、
は
説
事

設
又
を
定

施
設
没
特

房
施
施
る

豚
房
房
す
場

製
食

、
又
料
ぴ
製
特

品
産
業
料
肥
及
脂
る

料
水
造
飼
質
業
油
係
場

食
、
製
糸
機
造
物
に
業

産
業
品
物
有
製
植
業
事

畜
造
料
動
は
の
動
造
定

搬
酎
繊

煙
毅
鮮

掛
鷁

鰕
毅
皹

狸
驫
鷁

尿
⑬
彎
競

理
る

処
す

末
置
場

終
設
業

鰭
辞

下
施
特

硼
め

鞠
中

解
赫

た当
量
位

日
水
単

一
出
(

五
〇

未
満

二
五

以
上

一
、
0
0
0
未
満

五
〇

以
上

一
、
○
○
0
以
上

五
〇

未
満

二
五

以
上

一
、
0
0
0
未
満

五
〇

以
上

一
、
0
0
0
以
上

五
〇

未
満

二
五

以
上

一
、
0
0
0
未
満

五
〇

以
上

一
、
0
0
0
以
上

五
〇

未
満

二
五

以
上

一
、
0
0
0
未
満

五
〇

以
上

一
、
0
0
0
以
上

五
〇

未
満

二
五

以
上

五
、
0
0
0
未
満

五
〇

以
上

五
0

、
0
0
0
未
満

五
、
0
0
0
以
上

五
0

、
○
○
0
以
上

項
目

及
び

許
容

限
度

水素イオン濃度 (水素指数) 八
･
六
以
下

五
･
八
以
上

八
･
六
以
下

五
･
八
以
上

八
･
六
以
下

五
･
八
以
上

八
･
六
以
下

五
･
八
以
上

八
･
六
以
下

五
･
八
以
上

藤
量
幻 ト

‐
-フ

的
ッ
グ

学
求

リ
リ

化
き

物
要
鰐

最
大

一
六
〇

/
/
/
/

一
大
〇

/
/
/
/

一
六
〇

/
/
/
/

一
六
〇

/
/
/
/

ニ
ハ
○

/
/

/
/
/
/

搦 五
〇

五
〇

五
〇

五
〇

五
〇

五
〇

三
〇

三
〇

一
一〇

三
〇

三
〇

二
〇

二
〇

二
〇

二
〇

一
〇

素
量
狄

IN
′

ト
.

-フ

酸
ッ
グ

的
求

“
"

学
き

化
要
鰐

最
大

ニ
ハ
○

/
/
/
/

一
六
〇

/
/
/
/

一
六
〇

/
/
/
/

ニ
ハ
○

/
/

/
/

一
六
〇

/
/

/
/

/
/

翳 五
〇

五
〇

五
〇

五
〇

五
〇

五
〇

三
〇

三
〇

二
〇

三
〇

三
〇

二
〇

三
〇

三
〇

三
〇

一
五

量
械
勾

質
弁
の

物
“
"を

、

縦
鰐

最
大

二
〇
〇

/
/
/
/

二
〇
〇

/
/
/
/

二
〇
〇

/
/

/
/

二
〇
〇

/
/

/
/

二
〇
〇

/
/
/
/
/
/

搦 一
五
〇

/
/
/
/

一
五
〇

/
/

/
/

一
五
〇

/
/

/
/

一
五
〇

/
/
/
/

一
五
〇

/
/
/
/
/
/

に
つき

"=“ツ
フム

/
義
弘

一ノ
ット

ル
~

抽
出
物
質
含
有
量

ノ
ル
マ
ル

ヘ
キ
サ
ン

類
量

油
有

鉱
含

最
大 五

/
/
ノ

メ 五

ノ
ノ
/

/ 五

ノ
ノ
/

/ 五

ノ
ノ
/

/ 五

/
/

/
/

/
/動植物油脂類含有量 最

大

三
〇

/
/
/

/

三
〇

/
/

ノ
ノ

三
〇

/
/
ノ

ノ

三
〇

/
/

/
/

三
〇

/
/

/
/

ノ
ム

数
万

ル
個

酵
期

腸
位
を

大
儒
に

評
撒

三
、
0
0
〇

三
、
0
0
〇

三
、
0
0
〇

三
、
0
0
〇

三
、
0
0
〇

一窒素含有量 (澤傍姿参少女) 覇 三
〇

三
〇

三
〇

五
〇

五
〇

三
〇

二
〇

二
〇

一
五

二
五

二
五

一
五

三
五

三
五

三
五

二
〇

一含
1
湶

燐鴬 量
う

錺
ト

フ

有
ッ
グ

=
/
=

/

巖

四 四 三 五 五 三 二 二 二 五 五 三 三 三 三 こ
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新 設 特 定 事 業 場

その他の特定
事業場

豚房施設、 牛
房施設又は馬

房施設を設置

す る特定事業
場

畜産食料品製
造業、 水産食
料品製造業、
動物系飼料又
は有機質肥料
の製造業及び
動植物油脂製
造業に係 る特
定事業場

し尿処理施設

(A ) のみ を設
置す る特定事
業場

し尿処理施設

( B ) のみ を没
置す る 特定事
業場

下水道終末処理
施設を設置す る

特定事業場

その他の特定

事業場

五〇未満二五以上 一、000未満五〇以上 ○○0以上 五〇未満二五以上 一、ノ000未満五〇以上 000以上 五〇未満二五以上 一、000未満五〇以上 000以上 五〇未満二五以上 一、000未満五〇以上 000以上 五〇未満二五以上 一、000未満五〇以上 ○○0以上 五〇未満二五以上 五、000未満五〇以上 五0、000未満五、000以上 五0、000以上 五〇未満二五以上 一、000未満五〇以上 ○○0以上
八･六以下五･八以下 // 八･六以下五･八以上 // 八･六以下五･八以上 // 八･六以下五･八以上 う////// / 八･六以下五･八以上 // 八･六以下五･八以上 /// 八･六以下五･八以上 //
○ // ○ // ○ // ○ // ○ // ○ /// ○ //
○ ○ ○ 四〇 四〇 四〇 g g g ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

○ // ○ // ○ // ○ // ○ // ○ /// ○ //
○ ○ ○ 四〇 g 四〇 g g g ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 五 五 ○ ○ ○

0〇 // 0〇 // 0〇 // 0〇 // 8 // 8 /// 8 //
き // き // 8 // 8 // 五

○ // き /// 五

○ //
五 // 五 // 五 // 五 // 五 // 五 /// 五 //
○ // ○ // ○ // ○ // ○ // ○ /// ○ //

00〇 // 00〇 // 00〇 // 00〇 // 8 // 8 /// 8 //
五 五 五 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 五 ○ ○ 五 ○ ○ ○ 五 〇 ○ 五

四 四 四 四

-243一



排
水

、
雨
水
そ
の
他
の
特
殊
な
排
水
を
除
く

。
)
を
処
理
す
る
施
設
以
外
の
も
の
を
い

て
市
町
村
が
設
置
し

、
便
所
と
連
結
し
て
し
尿
を
又
は
し
尿
と
併
せ
て
雑
排
水

(工
場

処
理
施
没
で
あ

っ
て

、
同
法
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
計
画
に
従

っ
す
る
法
律

(昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号

)
第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
し
尿

3
こ
の
表
に
お
い
て

、
｢し
尿
処
理
施
設

(A
)と
は

、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

定
事
業
場
以
外
の
特
定
事
業
場
を
い
う

。
の
工
事
を
し
て
い
る
も
の
を
含
む

。
)
を
い
い

、
｢新
設
特
定
事
業
場

｣
と
は
班
長
特

れ
た
日
を
い
う

。
)
前
に
既
に
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い
る
工
場
又
は
事
業
場

(没
置

よ
り
新
た
に
特
定
施
設
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
あ

っ
て
は

、
当
該
特
定
施
設
が
定
め
ら

質
汚
濁
防
止
法
施
行
令

(昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号

)
別
表
第

一
の
改
正
に

2
こ
の
表
に
お
い
て

、
｢既
設
特
定
事
業
場

｣
と
は
昭
和
六
十
三
年
十

一
月

一
日

(水
は
事
業
場
を
い
う

o

施
設

｣
と
い
う

。
)
を
除
く

。
以
下

｢特
定
施
設

｣
と
い
う

。
)
を
設
置
す
る
工
場
又

規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
と
み
な
さ
れ
る
施
設

(以
下

｢み
な
し
特
定

設
(湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法

(昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十

一号
)
第
十
四
条
の

1
こ
の
表
に
お
い
て

｢特
定
事
業
場

｣
と
は

、
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
施

す
る

。

に
つ
い
て
は

、
そ
れ
ら
の
上
乗
せ
排
水
基
準
の
う
ち
最
大
の
許
容
限
度
の
も
の
を
適
用

の
上
乗
せ
排
水
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は

、
当
該
特
定
事
業
場
に
係
る
排
出
水

に
お
い
て

、
当
該
二
以
上
の
区
分
に

つ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
異
な
る
許
容
限
度

6
一
の
特
定
事
業
場
が
同
時
に
二
以
上
の
異
な
る
特
定
事
業
場
の
区
分
に
属
す
る
場
合

て
の
上
乗
せ
排
水
基
準
を
適
用
す
る

。
つ
い
て
は

、
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
及
び
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い

パ
ル
プ
製
造
業
及
び
木
材
化
学
工
業
に
係
る
特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
出
水
に

す
る

。
た
だ
し

、
第
三
条
の
表
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
に
排
出
さ
れ
る
排
出
水
の
う
ち

い
こ
の
上
乗
せ
排
水
基
準
は

、
海
域
及
び
湖
沼
に
排
出
さ
れ
る
排
出
水
に
限

っ
て
適
用

の
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
排
出
水
に
限

っ
て
適
用
し

、
化
学
的
酸
素
要
求
量
に

つ
5

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
に

つ
い
て
の
上
乗
せ
排
水
基
準
は

、
海
域
及
び
湖
沼
以
外

い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る

。
4

｢日
間
平
均

｣
に
よ
る
許
容
限
度
は

、
一
日
の
排
出
水
の
平
均
的
な
汚
染
状
態
に

つ
長
を
い
う

。

い
、

｢し
尿
処
理
施
没

(B
)｣
と
は

、
｢し
尿
処
理
施
長

(A
)｣
以
外
の
し
尿
処
理
施

( 2) 美保湾流入区域に適用 さ れる 上乗せ排水基準特定事業場の区分 製
び
学
係
事

ブ
及
化
に
定

ル
業
材
業
特
場

バ
造
木
工
る
業

の
業

他
事

の
定

そ
持
場

鑓の排y漱誇濯相

五
〇
未
満

二
五
以
上

五
〇
以
上

五
〇
未
満

一
一
五
以
上

五
〇
以
上

項
目

及
び

許
容

限
度

度濃
拗

ソ
コヨ

オ
"n

…
素

イ
水

素
(

水

河
川
湖
沼

八
･
六
以
下

五
･
八
以
上

ノ
ノ

八
･
六
以
下

五
･
八
以
上

海
域

九
･
0
以
下

五
･
0
以
上

九
･
0
以
下

五
･
0
以
上

量
＼
′

′
求

ル
ム

要
ト
ラ

素
ッ
グ

酸
リ
リ

的
1
ミ

鮮
立
嬉

物
杉髀
に

生

最
大

ニ
ハ
○

三
一〇

ニ
ハ
○

日
間
平
均

一
二
〇

九
〇

一
二
〇

量
＼
/

′
求

ル
ム

要
洲
乃

素
リ
リ

酸
1
き

的
位

つ
俸
せ

化

最
大

一
六
〇

一
二
〇

ニ
ハ
○

/
/

日
間
平
均

一
二
〇

九
〇

一
二
〇

/
/

量
残
忍!

質
升
乃

物
“
リ美

、

遊
位

っ
弾

IE
浮

最
大

二
〇
〇

六
〇

二
〇
〇

日
間
平
均

一
五
〇

五
〇

一
五
〇

に
つ
き
ミ
リ
グ

フ
ム

ノ

単
位

一
リ

ッ
ト
ル

、

抽
出
物
質
含
有
量

ノ
ル

マ
ル

ヘ
キ
サ

類
量

油
有

鉱
含

最
大 五

/
/ 五

/
/

脂
量

油
肓

物
字

植
雀

動
類

最
大

三
〇

/
/ 三
〇

/
/

数
就
働

群
葺

き
菌

メチ
つ

腸
位

ソ
単
セ
に

大 日
間
平
均

三
、
0
0
〇

三
、
0
0
〇
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鳶
き

l

す
る
こ
と
と
な
る
場
合
は

、
こ
の
限
り
で
な
い

。
と
同
時
に
別
表
第

一
の

｢
し
尿
処
理
施
設

(
B

)
の
み
を
設
置
す
る
特
定
事
業
場

｣
に
属

没
で
あ
る
ち
ゆ
う

一房
施
没

、
洗
浄
施
設
又
は
入
浴
施
設
を
設
置
す
る
病
院

｣
に
属
す
る

用
す
る

。
た
だ
し

、
当
該
工
場
又
は
事
業
場
が
こ
の
表
の

｢
み
な
し
指
定
地
域
特
定
施

は
事
業
場
に
係
る
排
出
水
に

つ
い
て
は

、
別
表
第

一
に
掲
げ
る
上
乗
せ
排
水
基
準
を
道

第
一
の
特
定
事
業
場
の
区
分
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は

、
当
該
工
場
又

5
一
の
工
場
又
は
事
業
場
が
こ
の
表
の
特
定
事
業
場
の
区
分
に
属
す
る
と
同
時
に
別
表

準
-に

つ
い
て
準

･用
す
る

。
4

別
表
第

一
の
備
考
4
及
び
5
の
本
文
の
規
定
は

、
こ
の
表
に
掲
げ
る
上
乗

"せ
排
水
基

(3 ) 湖沼水質保全特別措置法に基づ く み な し指定地域特定施設に適用 さ れ る 上乗せ排水基準
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資料29 湖沼に係る窒素及び燐の排水規制 (水質汚濁防止法)

湖沼の水質汚濁を防止す る ため 、 富栄養化の原因物質であ る窒素、 燐について排水基準が設定 さ れ、

湖沼植物プ フ ソ ク ト ソ の著 しい増殖を も た らすおそれがあ る 湖沼 (環境庁長官が定め る湖沼) 及び こ れ

に流入す る公共用水域に排出 さ れ る排出水に適用 され る 。

(昭和60年 7 月 15 日 施行)

1 環境庁長官が定め る 湖沼

(1 ) 窒素に係 る 排水基準適用対象湖沼及び位置

湖 沼 位 置

湖 山 池

中 海

東 郷 池

中 津 ダ ム 貯 水 池

菅 沢 ダ ム 貯 水 池

俣 野 川 ダ ム 貯 水 池

賀 祥 ダ ム 貯 水 池

鳥取市

米子市、 境港市、 島根県

羽合町、 東郷町

三朝町

日 南町

江府町

西伯町

(2) 燐に係 る排水基準適用対象湖沼及び位置

湖 沼 位 置

湖 山 池

多 鯰 ヶ 池

中 海

池 の 谷 た め 池

佐 治 川 ダ ム 貯 水 池

東 郷 池

中 津 ダ ム 貯 水 池

菅 沢 ダ ム 貯 水 池

鶏 の 池

俣 野 川 ダ ム 貯 水 池

賀 祥 ダ ム 貯 水 池

西 高 尾 ダ ム 貯 水 池

鳥取市

鳥取市、 福部村

米子市、 境港市、 島根県

倉吉市

佐治村

羽合町、 東郷町

三朝町

日 南町

日 野町

江府町

西伯町

大栄町
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2 排水基準

(1 ) 規制対象事業場

水質汚濁防止法に定め る特定事業場

(排水量50寸/ 日 以上)

(2) 一般基準

窒素含有量 120mg/ “ ( 日 間平均 60 mgノ リ

隣含有量 16 mg/ “ ( 日 間平均 8mg/ “ )

(一般基準への対応が困難な業種については 、 平成 7 年 7 月 15 日 か ら 5 年間暫定基準を適用)

(3) 暫定基準

項 目 業 種 そ の 他 の 区 分 。午 容 限 度

窒 素 含 有 量

(単位mg/ “ )
畜産農業 140 ( 日 間平均 70)

燐 含 有 量
(単位肥/ “ )

畜産農業 34 ( 〃 17 )

ア ルマ イ ト 加工業 100 ( " 50 )
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資料30 新増設の湖沼特定事業場に対する汚濁負荷量規制

(湖沼水質保全特別措置法第 7 条第 1 項)

1 化学的酸素要求量に係 る規制基準

湖 沼 特 定 事 業 場 の 区 分 規 制 基 準

1 平成 2 年 7 月 15 日 以後新たに設置 さ れ

る 湖沼特定事業場 (以下 ｢新設事業場｣

と い う 。 )

L = a ･ Q b x 10- 3

2 新設事業場以外の湖沼特定事業場で、

平成 2 年 7 月 15 日 以後に湖沼特定施長の

設置又は構造等の変更を行 う も の

L = { a . Q b - 1 ･ ( Q - Q o ) 十 C ･ Q o } x 10- 3

h
イ
J
l
I
1
I

r･
‘
-
-
‘
'

備 考

右欄に定め る式において L 、 Q 、 Qo 、 a b 及び C は 、 それぞれ次の値を表す も の と す る 。

L 排出が許容 さ れ る 汚濁負荷量 (単位 1 日 につ き キ ロ グ ラ ム )

Q 排出水の量 (単位 1 日 につ き立万 メ ー ト ル )

Q o こ の規制基準の適用の際におけ る排出水の量 (単位 1 日 につ き立方 メ ー ト ル )

a b お よ びC 、 a 及び b は湖沼特定事業場の排出水に適用 さ れ る 水質汚濁防止法 (昭和45年法律

第138号) 及び水質汚濁防止法第 3 条第 3 項の規定に基づ く 排水基準を定め る 条例 (昭

和48年10月 鳥取県条例第40号) に基づ く 化学的酸素要求量又は生物化学的酸素要求量の

日 間平均に係 る 排水基準 (以下 ｢排水基準｣ と い う 。 ) の区分に従い次の表に定め る数

値と し 、 C は当該排水基準 (単位 1 リ ッ ト ル につ き ミ リ グ ラ ム ) と す る 。

C ( 排 水 基 準 ) a b

2 0 2 2 7

0 . 9 7

3 0 3 4 . O

4 0 4 7 3

0 . 9 6

5 0 5 9 . 1

6 0 6 8 . O

0 9 79 0 1 0 2

1 2 0 1 3 6
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2 窒素含有量及び燐含有量に係 る規制基準

湖 沼 特 定 事 業 場 の 区 分 規 制 基 準

1 平成 7 年1 1月 1 日 以後新たに設置 さ れ

る 湖沼特定事業場 (以下 ｢新設事業場｣

と い う 。 )

L = a Q b x 10 - 3

2 新設事業場以外の湖沼特定事業場で、

平成 7 年1 1月 1 日 以後に湖沼特定施設の

没置又は構造等の変更を行 う も の

L = { a ･ Q b - 1 ･ ( Q - Q o ) 十 C ･ Q o } x 10 - 3

備 考

右欄に定め る式において L 、 Q 、 Qo 、 a b 及びC は 、 それぞれ次の値を表す も の と す る 。

L 排出が許容 さ れ る 汚濁負荷量 (単位 1 日 につ き キ ロ グ ラ ム )

Q 排出水の量 (単位 1 日 につ き立万 メ ー ト ル)

Q o こ の規制基準の適用の際におけ る 排出水の量 (単位 1 日 につ き立万 メ ー ト ル)

a b お よ びC 、 a 及び b は湖沼特定事業場の排出水に適用 さ れ る 水質汚濁防止法 (昭和45年法律

第138号 ) 及び水質汚濁防止法第 3 条第 3 項の規定に基づ く 排水基準を定め る 条例に基

づ く 窒素含有量及び燐含有量の 日 間平均に係 る 排水基準 (以下 ｢排水基準｣ と い う 。 )

の区分並びに業種等の区分に従い 、 それぞれ次の表に定め る 数値と し 、 C は当該排水基

準 (単位 1 リ ッ ト ル につ き ミ リ グ フ ム ) と す る 。

規 制項 目 業 種 等 の 区 分 C (排水基準) a b

窒素含有量

水産食料品製造業等

の業種

2 0 2 3 . 6

0 . 9 63 0 3 5 . 5

5 0 5 9 . 1

そ の 他 の 業 種

1 5 1 7 . O

0 9 7

2 0 2 2 . 7

2 5 2 8 . 3

5 0 5 6 . 7

6 0 6 8 . O

燐 含 有 量

水産食料品製造業等

の業種

2 2 . 3 6

0 9 6

3 3 . 5 5

4 4 . 7 3

5 5 . 9 1

そ の 他 の 業 種

2 2 . 2 7

0 9 7

3 3 . 4 0

4 4 . 5 3

5 5 . 6 7

8 9 0 7
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資料31 指定施設、 準用指定施設 (一定規模以上の畜舎及びこ いの養殖施設) に対する

構造及び使用の方法に関する規制 (湖沼水質保全特別措置法第1 9条第 1 項)

1 湖沼水質保全特別措置法施行令第 6 条第 1 号又は第10条に掲げ る 施設に係 る構造及び使用の方法に

関す る基準

(1 ) 豚房、 牛房及び,馬房の床 (以下 ｢床｣ と い う ) は 、 汚物又は汚水の除去に支障を来 さ な い構造

とす る こ と 。

(2) 豚房、 牛房及び馬房の内部は、 汚物又は汚水の除去に支障を来 さ な い よ う 適切な広 さ と 高 さ を有

す る こ と 。

(3) 豚房、 牛房及び馬房に接す る 畜舎の通路等 (以下 ｢通路等｣ と い う 。 ) で汚物又は汚水が飛散す

る おそれのあ る箇所は 、 汚物又は汚水の除去に支障を来さ な い構造と す る こ と 。

(4) 汚物の保管設備及び汚水貯留槽は 、 汚物又は汚水の保管、 貯留及び除去に支障を来さ ない構造 と

す る こ と 。

(5 ) 床及び通路等に雨水が流入 し な い構造 と す る こ と 。

(6) 汚物の保管設備及び汚水貯留槽の汚水が公共用水域に直接排出 さ れな い よ う 汚物の保管長備及び

汚水貯留槽を適切に使用す る こ と 。

(7) 糞尿がみだ り に流亡 し な い よ う 適切に管理す る こ と 。

(8) 以上の措置 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ ら れ る こ と 。

1!

2 湖沼水質保全特別措置法施行令第 6 条第 2 号に掲げる 施設に係 る使用の方法に関する基準

(1 ) 飼料の投与に当た っ ては 、 網いけすの外へ散布 し な い よ う にす る こ と 。

(2) 死魚は 、 指定地域内の水域か ら除去の上、 陸上で適切に処分す る こ と 。
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資料32 水生生物によ る水質調査結果 (平成 9 年度)
都道府県名 (鳥 取 県)

N
N

*
調 査 地 点 等 概 況 図

日 本 海

日 置川 河内 ′ - - 塩 川□ 美 保 湾 ＼
中 海 阿弥陀川 Q ◎ 郷池 勝部′ - ○ 湖山池 旧袋川

由良川 l 、 ‘“川｢

* ““川 佐陀川 。〆 加勢陀川 〆･雫府処 動, き 野坂 - 有富川 路川
砂見川 私都川

小鴨川

茂川 千代川 八東川


